
発言通告書（総括表） 
平成２５年 第１回 定例会 一般質問 

ＮＯ 発 言 者 発 言 事 項 発 言 要 旨 
答弁を 

求める者 

１ 
永田議員 

（自民） 

①道徳教育について 

 

②男女共同参画について 

本区における道徳教育の現状と今後の取り組みについて問う。 

 

男女共同参画に対する考え方と、方針を問う。 

区長並びに

教育長、 

関係理事者 

２ 
寺沢議員 

（声） 

公共施設の現状と将来像につ

いて 

 

 

 

 

 

 

道徳教科化と心のノート再

配布でいじめ問題はなくなる

のか 

①道路や橋りょうのインフラや施設を必要としている区の事業の現在状況と将来の

予測を明らかにする為に、たたき台となる公共施設・インフラ白書を策定すべきで

はないか。 

②行政を横断的な視点でとらえるには白書を策定する担当組織を新たに立ち上げ一

連の作業にあたるべきではないか。 

③次の段階として、白書を基にして長期的展望をもち、区民の声をきき、持続可能

な公共施設整備計画を作るべきではないか。 

 

子ども一人ひとりの個性を尊重し、その多様性を認めていくのが教育ではないか。

点数化できない、してはいけない心の問題に国が踏み込みすぎではないか。教育委

員会の見解を求める。 

区長並びに 

関係理事者 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

岩佐議員 

（民主） 

 

 

 

 

 

１．福島原発被災者の子どもた

ちへの支援について 

 

 

２．都会における子育て支援に

ついて 

 

福島では現在でも放射線量が高い地域に住む子どもたちがたくさんおり、外で遊

べない状況が続いている。その子どもたちへの支援を千代田区としてもできないか。

他 

 

都心である千代田区で子育てをするということのメリット・デメリットを検証し、

都心千代田で子育てするメリットを最大限に活かした子育て支援ができないか。 

1. 千代田の持つ歴史・文化を感じられる教育について  

2. 伝統・文化を身近に学ぶ機会について 

3. 皇居や国会議事堂をはじめとした区内の重要なスポットや企業から学ぶこと 

4. 芸能・芸術の機会向上について 

5. 多世代交流・外国人との交流について 

6. 中高生の居場所づくりについて 

7. 室内遊び場整備について 

8. お金の教育について   他 

区長及び 

関係理事者 
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４ 
髙澤議員 

（千代田） 

１．更なるスポーツ振興の充実

について 

区民の体力向上は、高齢化社会において介護予防につながるものと考える。更なる

スポーツ振興の充実は、将来医療費や介護費用の削減に寄与するものと考えるがい

かに。 

区長及び 

関係理事者 

５ 
飯島議員 

（共産） 

１）いじめのない学校づくりの

ために 

 

 

２）高齢者施設の基盤整備につ

いて 

 

①いじめの背景にある「子どものストレス」について 

②子どもの内心や言動に対する強制や管理、厳罰化などについて 

③子どもに寄り添った真の解決のための少人数学級実現など条件整備を 

 

①デイサービス施設の増設計画を 

②特別養護老人ホーム整備の具体化を 

 

区長ならび

に教育長 

６ 
はやお議員 

（千代田） 

１．子供の予防接種に関する総

合的な対策について 

任意予防接種の費用の一部負担を導入するなど、本区では率先して予防医療に取

り組んできた経緯を踏まえ、これまでの取り組みに関する評価の確認および今後に

向けた総合的な対策の方向性について問う。 

区長・教育長 

並びに 

関係理事者 

７ 
河合議員 

（千代田） 

いじめ対策について 

 

千代田区のＰＲキャラク   

ターについて 

いじめ・体罰の犯罪認識を問う。 

 

検討状況、商工振興活性化の視点、観光及びコミュニティー活性化の視点について

問う。 

区長、教育長 

並びに 

関係理事者 

 

 

８ 

 

うさみ議員 

（行革ク） 

１．後見人制度 

 

 

２．少子化対策 

１．少子高齢化社会の進行により、今後後見人制度の充実が求められている。千代

田区の今後の方針を問う。 

 

２．招集挨拶に少子化対策について言及無かったが、その対応を問う。 

区長および 

関係理事者 

 


